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豊熟期の少照条件が水稲の豊熟，品質，収量に及ぼす影響
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1　は　じ　め　に

近年，頻発する異常気象により本県の水稲作柄の変動は

大きい。特に1987年は7月中旬から登熟中期にかけて日照

時間が極めて少なく経過し，8月下旬からのフェーン現象，

断続的降雨による倒伏とあいまって，乳自・腹自校が多発

し，県平均1等米比率62．5％と大幅に低下した0

これを受けて山形農試本，支．分場では，豊熟期の異常

気象（特に少照条件）が登軋品質及び収量に及ぼす影響

について試験を実施したので，その主要結果について報告

する。

2　試　験　方　法

試験は1988年から1989年の2か年，農読本】乱庄内支場，

で苗は最北支場では中乱他場所では稚苗を用いた。移植

時期は各地域の標準的時期に設定し，施肥法と裁縫密度を

変えてポ当り2万6千から4万8千位にわたる種々の籾数

レベルの稲を作った。これらに対し，豊熟期を重点に寒冷

沙被覆による遮光（日射制限）処理を実施した。

遮光処理は地上約2mの高さで寒冷沙により水田を披覆

した。遮光率は黒色♯600と白色‡300番を組合せて所定の

遮光程度に調節した。

調査は常法により生育，収量構成費素と玄米品質につい

て実施した。また，収穫時期を出穂後積算気温で750℃～1，

300℃の範囲で行い，品質の変動について調査した。

3　試験結果及び考察

川・遮光処理時期及び程度と豊艶品質，収量

図1に時期別適光処理の影凱こついて示した。玄米垂は

幼穂形成期から出穂期まで25日間の処理による減収が最も

大きく，次いで登熟前期20日間処理であった。出穂前処理

では一徳籾数の減少によりd当り籾数が7～14％減少した

こと及び籾容積の減少から千粒東が軽くなったことが，ま

た豊熟前期処理では∴豊熟歩合及び千粒東が減少したこと
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図1時期別日射制限の影響（1988年．ササニシキ）
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がその主たる要因であった。一方豊熟後期処理では前2処

理に比較して相対的に影響が小さかった。

また，玄米品質に対する影響は登熟前期処理で特に大き

く，乳白・腹白粒の多発から整粒歩合が大幅に低下した。

枝梗別にみると，特に2次枝梗粒で登熟歩合及び整枝歩合

とも低下が大きく，乳白未熟粒や死米が増加していた。ま

た，乳自粒率はポ当り籾数が多い稲で高い傾向にあり，特

に豊熟前期遮光処理を行ったものではポ当り3万5千位付

近から急増することが認められた。

図2には豊熟前期の日射量制限程度と玄米収量比を示し

た。年次による減収程度の差は処理終了後，豊熟後期の日

射量により影響を受けた。すなわち登熱後期が平年並の日

射条件に経過した1988年では，豊熟前期の日射量を30％制

限しても10％の減収に留まっていたのに対し，後期が少照

に経過した1989年では20％の減収となった。日射量制限程

度と減収率には，地域間差は認められなかった。

（2）籾数レベルと登熟前期遮光処理の影響

図3は，年次・場所を込みにしてポ当り籾数と玄米重の

関係に及ぼす豊熟前期遮光光処理の影響をみたものである。

対照区ではd当り3万7千粒程度で10a当り600kgが得ら
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図2　登熟前期の日射量制限程度と
収量比（ササニシキ）
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図3　玄米垂に対する登熟前日射
制限の影響

注．1988－1989年．本支分場，ササニシキ

0　対頂（自然条件）　●：竪熟的澗日射制限

粟粒70％阻界線

鰐　 拇　 歩　 合

70％以上 7 0％以‾†■

対 照

自然条件
0 ●

仕掛期間

日射制限
△ ▲

60　　　　65　　　　70　　　　75

絶　1　た　り　物　故

80　　　　85　（拉／穐）

図4　籾数構成と整粒歩合の関係

注．1988～19か9年．本支分場，ササニシキ

れた。一方，登熱前期日射制限区では登熟歩合の低下によ

り15～20％の減収がみられた。また，籾数の増加が収量増

に結びつかず13万5千粒付近から玄米垂は頭打ちとなった。
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図4は，ポ当り籾数と整粒歩合との関係を籾数構成（一

億籾数と穂数）から解析したものである。籾数が増加する

に伴い，整拉歩合は低下するが同一籾数レベルでも一種籾

数と穏数の相対的関係により異なることがうかがえる。す

なわち，対照（自然条件）では整校歩合70％を確保するに

は一棟籾数85粒ではポ当り4万校，75校では4万5千粒が

上限となる。同様に，登熟前期に日射量が不足する条件で

は，一徳籾数85校では3万5千粒，65粒では4万粒が上限

と推定された。

このような異常気象条件下においても品質の安定化を図

るには∴過剰な籾数としないこと．極端に一棟籾数を多く

しないことが重要であると推察された。

図5には出穂後積算気温の変化に伴う乳自校率の変動を

示した。乳自粒は自然条件では1，000℃付近から漸増する

が，登熱前期に日射制限を行ったものでは，900℃付近か

ら急激に増加する傾向が認められた。また，ポ当り籾数が

多い稲はど収穫時期が遅れるにつれて乳自粒率が高まる傾

向にあった。
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図5　収穫時期と乳自校率

注．1989年．本支分場，ササニシキ

また，豊熟前期の遮光により玄米及び白米の粗蛋白含有

率は増加する傾向が認められ，登熟期の少照が豊熟歩合の

低下などを介して米の食味に対しても何らかの影響を及ぼ

してしていることが推察された（データ略）。

4　ま　　と　　め

登熟期の日射不足は，登熟前期ほど収量，品質に及ぼす

影響が大きく，後期では相対的に軽微であった。日射不足

の影響は2次枝梗粒に強く現れ，特に籾数が過剰な稲でほ

乳自・腹自粒が増加し整粒歩合が低下した。これらから，

安定した品質を得るには，①地域に合った適正な籾数を確

保する，②一徳籾数を過大にせず，穂数重点の籾数構成と

する，③適期収穫を行う，などの対応が重要である。


